




Author(s)西村, 信一郎; 池上, 高志
























































































































































































0 500 1000 1500 2000 -2500
図 10:predatorの 系図 2.β-1.5あたりを始めから取り除いたもの.
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図 11:predatorの 系図 3･初期条件の異なるものを10run重ね書きしたもの･
縦線はどの親から生まれたかを示している.このような図を系図と呼ぶ･図9では,β-1･5あた
りが 長時間生き残っている (最終的にはpredatorは全滅する)･従ってこのあたりのβを選ぶこ
とが最も良い戟略である.この場合,実際の predatorの パターンは図 8のpredatorのパターン
とほぼ同じである.β-1.5から遠いパラメーターは,この最適値に収赦していない･そこで,始め
にβ-1.5の当たりのパラメーターを持つ predatorを取り除いて,シミュレーションをする (そ
れ以外の初期条件は変えない).その結果,図 10の様な系図を得た･この系図を見る限り最適値と
思われるβには進化せず,途中で全滅してしまう･従って,初期条件に大きく依存する系であるこ
とがわかる.初期条件によらない性質を見るために,幾つかの異なる初期条件から始めたものを重
ねて(10run)表示する(図 11)･するとβ ～1･5に近い部分が最も長時間生き残った･つまり,
このシミュレーションには最適解は存在するが,初期条件によってはそこにたどり着 くことがで
きない.
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4 デ ィスカッション
4.1 進化について
3.2節で述べた通り,最も最適と思われるパラメーターには進化しない.その理由についてここ
で考察する.考えられることの一つにlandscapeの いたる所に高い障壁ができているのではない
かと.いうことが挙げられる.(図 12)そのため,最適なパラメーターに進化できない.
図 12:集団をつくるため,landscapeに障壁ができ,進化しづらくなる.
また,なぜこのような高い障壁ができるのかについても仮説を立てた.進化できるパラメーター
はβであるが,このパラメーターは相互作用の仕方を決めているだけである.つまり,集団の中に
いて初めて意味のあるパラメータである.このとき,もし少数の個体が突然変異したとしても全体
に与える影響は少なく,丘tnessは上がらない.これが障壁の原因になっているのではないかと考
えられる.
4.2 集団戦略について
4.1節の仮説は集団であるということがポイントである.そこでここでは集団戦略について議論
する.
3.1節の図 7の predator(黒丸)は,密集した集団として運動している.これはある種の集団戦
略と呼ぶことができる.集団を構成するpredatorは,自由な運動をすることができないので,場合
によってはpreyにありつくことができずに,もしくはpreyに頭から衝突して全滅する.図L9か
らわかる通り,β ～0.3のpredatorはほぼ同時に全滅している.preyと正面衝突したものと思わ
れる.この場合,淘汰は個体ではなく,集団にかかっていると考えることができる.predatorの集
団はpreyを追いかけているうちに分裂してしまうこともある･(2つ?集団が融合する場合もあ
る)われわれは個体を単位としてゲームをするモデルを立てたが,集団を単位とした状況を創出で
きたことは興味深い.
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